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１．物質に関する基本的事項 

（1） 分子式・分子量・構造式 

物質名： 4-t-オクチルフェノール 
（別の呼称：4-(1,1,3,3-テトラメチルブチル)フェノール、p-t-オクチルフェノール等） 
CAS番号：140-66-9 
分子式：C14 H22 O 
分子量：206.36 
構造式：   

  

（2） 物理化学的性状  

本物質は、白色の固体である 1)  。 
融点 84-85 ℃ 1)   

沸点 158 ℃（2kPa）1)   

比重 0.89 g/mL（90 ℃）1)   

蒸気圧 4.7×10-3  kPa（74 ℃）2)    

換算係数 該当せず 

分配係数（1-ｵｸﾀﾉｰﾙ/水）(logPow) 5.28（計算値）3)   

加水分解性 加水分解しない 4)   

解離定数 フェノール微酸性だが、pKa値の報告は見当たらない

水溶性 不溶性 4)   

（3） 環境運命に関する基礎的事項 

本物質の分解性および蓄積性は次の通りである。 

分解性 
好気的：馴養期間を経て分解が認められるが、円滑ではない 5)   
嫌気的：分解性は、好気的条件よりも一層低下する 6)   
非生物的： 
（OHラジカルとの反応性）：大気中半減期 約 9 時間（OHラジカル濃度 5×105/cm3

として計算）7)   
（直接光分解）：報告は見当たらない 
BODから算出した分解度：報告は見当たらない 8)   
濃縮性：水棲生物における生物濃縮は大きいと予測される 9)   
生物濃縮係数（BCF）：6,000（推定値）10)   

 

［６］ 4-t-オクチルフェノール 
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（4） 製造輸入量及び用途 11)   

① 生産量・輸入量等 

本物質の平成 12年における国内生産量（推定値）は、10, 000tであった。国内流通量の目
安として推定国内生産量の推移を下図に示した。 

 
 

 
 
 
 
 
 

② 用 途 

本物質の主な用途は、界面活性剤や新油性フェノール樹脂の合成原料である。 
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２．暴露評価 

環境リスクの初期評価のため、わが国の一般的な国民の健康や、水生生物の生存・生育を

確保する観点から、実測データをもとに基本的には特定の排出源の影響を受けていない一般

環境等からの暴露を評価することとし、安全側に立った評価の観点からその大部分がカバー

される高濃度側のデータによって暴露量の評価を行った。原則として統計的検定の実施を含

めデータの信頼性を確認した上で最大濃度を評価に用いている。 

（1） 環境中分布の予測 

本物質の環境中の分布について、各環境媒体間への移行量の比率を EUSESモデルを用いて
算出した結果を表 2.1に示す。なお、モデル計算においては、面積 2,400 km2、人口約 800万
人のモデル地域を設定して予測を行った 1)。 

 
表 2.1 各媒体間の分布予測結果 
 分布量(％) 

 大   気 
 水   質   
 土   壌 
 底   質 

     0.003  
     0.1 
     0.1 
    99.7   

 

（2） 各媒体中の存在量の概要 

本物質の環境中等の濃度について情報の整理を行った。各媒体ごとにデータの信頼性が確

認された調査例のうち、より広範囲の地域で調査が実施されたものを抽出した結果を表 2.2
に示す。 
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表 2.2 各媒体中の存在状況 

媒体 
幾何 

平均値 

算術 

平均値

最小値 最大値 検出 

下限値

検出率 調査 

地域 

測定年 文献

 

一般環境大気            µg/m3 

 

飲料水                µg/L 

 

 

地下水                µg/L 

 

 

 

土壌                    µg/g 

           

公共用水域・淡水       µg/L 

 

 

 

公共用水域・海水       µg/L 

 

 

 

底質(公共用水域・淡水) µg/kg 

 

 

           

底質(公共用水域・海水) µg/kg 

 

 

<0.0007 

 

<0.01 

<0.01 

 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

 

<0.005 

 

<0.01 

<0.01 

0.01 

 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

 

2.3 

1.9 

2.7 

 

2.1 

1.7 

2.1 

 

<0.0007

 

<0.01 

<0.01 

 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

 

<0.005

 

0.024 

0.026 

0.017 

 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

 

5.6 

3.7 

8.3 

 

4.2 

2.8 

3.8 

 

 

 

 

 

 

<0.01 

 

<0.01 

 

 

 

<0.01 

<0.01 

<0.01 

 

<0.01 

<0.01 

 

 

<1.5 

<1.5 

<1.5 

 

<1.5 

<1.5 

<1.5 

 

 

 

 

 

 

0.01 

 

0.02 

 

 

 

0.85 

0.72 

0.61 

 

0.01 

0.01 

 

 

46 

20 

72 

 

15 

10 

15 

 

0.0007

 

0.01 

0.01 

 

0.01 

0.01 

0.01 

 

0.005 

 

0.01 

0.01 

0.01 

 

0.01 

0.01 

0.01 

 

1.5 

1.5 

1.5 

 

1.5 

1.5 

1.5 

 

0/22 

 

0/1 

0/42 

 

1/24 

0/24 

1/23 

 

0/94 

 

32/130 

32/130 

27/130 

 

4/17 

2/17 

0/17 

 

20/37 

20/36 

18/35 

 

5/11 

5/11 

6/12 

 

全国 

 

全国 

全国 

 

全国 

全国 

全国 

 

全国 

 

全国 

全国 

全国 

 

全国 

全国 

全国 

 

全国 

全国 

全国 

 

全国 

全国 

全国 

 

2001

 

2000

1999

 

2001

2000

1999

 

1998

 

2001

2000

1999

 

2001

2000

1999

 

2001

2000

1999

 

2001

2000

1999

 

2 

 

3 

3 

 

4 

5 

6 

 

7 

 

4 

5 

6 

 

4 

5 

6 

 

4 

5 

6 

 

4 

5 

6 

（3） 人に対する暴露の推定（一日暴露量の予測最大量） 

一般環境大気、水（飲料水及び地下水）及び土壌の実測値を用いて、人に対する暴露の推

定を行った。食物に関する分析値が得られていないが、生産量、用途、物性等を考慮すると

類似の物性及び用途を有するノニルフェノールの最大分析値 0.1µg/g 未満を越えることはな
いと予想されるため、本物質の食物中濃度は、平均値、最大値とも 0.1µg/g未満と設定するこ
とにした（表 2.3）。化学物質の人による一日暴露量の算出に際しては、人の１日の呼吸量、
飲水量、食事量及び土壌摂取量をそれぞれ 15 m3、2 L、2,000 g及び 0.15 gと仮定し、体重を
50 kgと仮定している。 
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表 2.3 各媒体中濃度と一日暴露量 
 媒 体 濃   度 一 日 暴 露 量 

 
 
 
 
平 
 
 
均 
 
 
 

大 気 
 一般環境大気 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 

 
0.0007 µg/m3未満 (2001) 
データは得られなかった 
 
 
0.01 µg/L未満 (1999) 
0.01 µg/L未満 (2001) 
0.01 µg/L未満 (2001) 
 
0.1 µg/g未満注 2 
 
0.005 µg/g未満 (1998) 

 
0.00021 µg/kg/day未満 
データは得られなかった 
 
 
0.0004 µg/kg/day未満 
0.0004 µg/kg/day未満 
0.0004 µg/kg/day未満 
 
4 µg/kg/day未満 
 
0.000015 µg/kg/day未満 

 
 
 
最 
大 
値 
等 

大 気 
 一般環境大気 
 室内空気 
 
水 質 
 飲料水 
 地下水 
 公共用水域・淡水 
 
食 物 
 
土 壌 

 
0.0007 µg/m3未満 (2001) 
データは得られなかった 
 
 
0.01 µg/L未満 (1999) 
0.01 µg/L程度 (2001) 
0.85 µg/L程度 (2001) 
［0.06 µg/L程度］ 
0.1 µg/g未満注 2 
 
0.005 µg/g未満 (1998) 

 
0.00021 µg/kg/day未満 
データは得られなかった 
 
 
0.0004 µg/kg/day未満 
0.0004 µg/kg/day程度 
0.034 µg/kg/day程度 
［0.0024 µg/kg/day程度］ 
4 µg/kg/day未満注 2 
 
0.000015 µg/kg/day未満 

注：1）［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
2）ノニルフェノールの分析値をもとに設定したもの。 

 
人の一日暴露量の集計結果を表 2.4に示す。吸入暴露の一日暴露量の予測最大量は、0.00021 

µg/kg/day未満（濃度としては 0.0007 µg/m3未満）であった。 
経口暴露による一日暴露量の予測最大量は、飲料水を摂取すると仮定した場合は 4.0 

µg/kg/day未満であり、地下水を常時摂取する場合は 0.0004 µg/kg/day以上 4.0 µg/kg/day未満
であった。 
総暴露量を一般環境大気、飲料水、食物及び土壌のデータから推定すると、一日暴露量の

予測最大量は 4.0 µg/kg/day未満であった。 



６ 4-t-オクチルフェノール 

 75

表 2.4 人の一日暴露量 
平   均 予測最大量   

暴露量(µg/kg/day) 暴露量(µg/kg/day) 
 一般環境大気      0.00021        0.00021   大気 
 室内空気                
 飲料水      0.0004      0.0004 
 地下水      0.0004       0.0004 

 
  水質 

 公共用水域・淡水     (0.0004)     （0.034） 
  食物      4       4 
  土壌      0.000015       0.000015 

ケース１      4.000415       4.000415   経口暴露量合計注 2 

ケース２      4.000415     0.0004+4.000015 
  総暴露量注 3      4.000625       4.000625 

   注：1）アンダーラインは不検出データによる暴露量を示す。 
           2）経口暴露量合計（ケース１）は、飲料水を摂取していると仮定して算出したもの。 
              経口暴露量合計（ケース２）は、地下水を摂取していると仮定して算出したもの。 

           3）総暴露量は、経口暴露としてケース１を用いて算定したものである。 
           4）（ ）内の数字は経口暴露量合計の算出に用いていない。 

（4） 水生生物に対する暴露の推定（水質に係る予測環境中濃度：PEC） 

本物質の水生生物に対する暴露の推定の観点から、水質中濃度を表 2.5のように整理した。
水質について安全側の評価値として予測環境中濃度（PEC）を設定すると、公共用水域の淡
水域では 0.85 µg/L程度、同海水域では 0.01 µg/L程度となった。 

 
表 2.5 水質中の濃度 
平    均 最 大 値 等 媒 体 

濃    度 濃   度 

水 質 
  公共用水域・淡水
 
  公共用水域・海水

 
0.01 µg/L未満(2001) 
 
0.01 µg/L未満(2001) 

               
0.85 µg/L 程度［0.06µg/L 程度］
(2001) 
0.01 µg/L程度(2001) 

注：1）［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
      2）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 
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３．健康リスクの初期評価 

健康リスクの初期評価として、ヒトに対する化学物質の影響（内分泌かく乱作用に関する

ものを除く）についてのリスク評価を行った。 

（1） 一般毒性及び生殖・発生毒性 

① 急性毒性 1)   

表 3.1 急性毒性 
動物種 経路 致死量、中毒量等 
ラット 経口    LD50    4,600 mg/kg 
マウス 経口    LD50    3,210 mg/kg 
ウサギ 経皮    LD50    1,880 mg/kg 

 

本物質の目への刺激性は比較的低いが、皮膚に対しては高い刺激性を示し、色素脱失を引

き起こす 2) 。 

② 中・長期毒性 

ア）Sprague-Dawleyラット雌雄各 6匹を 1群とし、0、15、70、300 mg/kg/dayを 28日間強制
経口投与した結果、70 mg/kg群の雌雄で流涎、雌で A/G比の低下を認めた。また、300 mg/kg
群で流涎、腎臓の重量増加及び灰白色斑、尿細管上皮に再生性変化を認め、雄で体重増加

の抑制、血清アルブミンの減少、雌で血中総コレステロールの減少、A/G 比の低下、尿素
窒素の増加、トリグリセライドの増加、肝臓重量の軽度の増加を認めた。この結果から、

NOAELは 15 mg/kg/dayであった 3) 。 
イ）ラット（系統不明）雌雄各 20匹を 1群とし、0、30、300、3,000 ppmを 3ヶ月間混餌投
与した結果、300 ppm以上の群で体重増加の抑制、3,000 ppm群の雌でヘマトクリット値及
びチロキシンの減少を認めた 4) 。また、ラット（系統不明）雌雄各 10匹を 1群とし、0、
30、300、3,000 ppmを 90日間混餌投与した結果、3,000 ppm群の雌で飲水量の減少、雌雄
で脳重量の増加、体重増加の抑制を認めた 5) 。 
ウ）ラット（系統不明）雌雄各 15匹を 1群とし、0、5％を 5ヶ月間混餌投与した結果、成長
及び死亡率、摂餌量、尿中の糖分及びタンパク、血液成分、器官重量、病理組織に影響を

認めなかった 6) 。 
エ）Sprague-Dawleyラット雌雄各 30匹を 1群とし、0、0.015、1.5、15、150 mg/kg/dayを二
世代にわたり混餌投与した結果、150 mg/kg/day群で体重増加の抑制を認めた。この結果か
ら、NOAELは 15 mg/kg/dayであった 7) 。 

③ 生殖・発生毒性 

Sprague-Dawleyラットの新生仔雌雄各 28～30匹を 1群とし、0、12.5、25、50、100 mg/kg/day
を生後 1日目から 5日目までコーン油に添加して強制経口投与した結果、25 mg/kg/day以上
の群で体重の有意な減少、50 mg/kg/day以上の群で性成熟に有意な遅延を認めた。また、12.5 
mg/kg/day以上の群で前立腺の絶対及び相対重量の減少、100 mg/kg/ay群で副睾丸の重量の減
少及び睾丸の相対重量の増加、50 mg/kg/day 以上の群で精嚢の相対重量の増加に有意差を認
めた。しかし、性周期や生殖能力、生殖器官の組織などへの影響は認めなかった。この結果



６ 4-t-オクチルフェノール 

 77

から、生殖毒性に対する NOAELは 100 mg/kg/dayであった 8) 。なお、体重の有意な減少など、

生殖・発生毒性以外の影響も認められているが、暴露期間が 5 日間と短いことから、それら
は急性毒性に分類される影響であった。 

Sprague-Dawleyラット雌雄各 30匹を 1群とし、0、0.015、1.5、15、150 mg/kg/dayを二世
代にわたり混餌投与した結果、150 mg/kg/day群で腟開口及び包皮分離発現日齢のわずかな遅
延を認めたが、出生仔数、睾丸・前立腺・卵巣の重量、精子の数や自動運動性、形態、発情

周期などには影響を認めなかった。この結果から、NOAELは 150 mg/kg/day以上であった 7)。 

④ ヒトへの影響 

ポリオキシエチレンオクチルフェニルエーテル及びポリオキシエチレンノニルフェニルエ

ーテルを約 10%含有する界面活性剤を使用していた 2 人の作業者で、両手、前腕部に痒疹を
生じた後に両手、前腕部、足背部、腹部、腰部の皮膚に白斑が生じた事例が報告されており、

この原因物質として、アルキルフェノール類による皮膚の脱色について報告例があることか

ら、使用した界面活性剤に残留していたか、分解で生じた本物質あるいはオクチルフェノー

ルが考えられている 9) 。 

（2） 発がん性 

① 発がん性に関する知見の概要 

1983 年から 1986 年の間に乳がんと診断された 261 人（対照群 753 人）を対象にしたケー
スコントロール調査によれば、乳がん患者の 29.5％、対照群の 32.5％が種々の化学物質に職
業暴露されており、このうち、PCBs及び 4-オクチルフェノール（4-OP）でのみ、乳がんのリ
スクが増加（PCBs：オッズ比 3.2, 95%信頼限界 0.8-12.2、4-OP：同 2.9, 0.8-10.8）の傾向にあ
ったと報告されている 10) 。 

② 発がんリスク評価の必要性 

IARCにおいて評価は行われておらず、現時点において評価はできない。 

（3） 無毒性量（NOAEL）等の設定 

経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 15 mg/kg/day（流涎、
A/G比の低下）、NOAEL 15 mg/kg/day（体重増加の抑制など）は共に信頼性のある最小値で、
比較的短い暴露期間で得られた結果であった。このため、NOAEL 15 mg/kg/dayを採用し、試
験期間が短いことから 10で除した 1.5 mg/kg/dayを無毒性量等として設定する。 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

MOE＝10 MOE＝100［ 判定基準 ］

（4） 健康リスクの初期評価結果 

表 3.2 健康リスクの初期評価結果 
暴露量 

暴露経路 
平均値 予測最大量 

無毒性量等 MOE 

飲料水 4.0 µg/kg/day未満 4.0 µg/kg/day未満 38超 
経口 
地下水 4.0 µg/kg/day未満 0.0004 µg/kg/day以上 

4.0 µg/kg/day未満 
1.5 mg/kg/day ラット 38超～ 

380,000 
環境大気 0.0007 µg/m3未満 0.0007 µg/m3未満 － 

吸入 
室内空気 － － 

－ － 
－ 

注：飲料水、地下水とは、経口暴露量のうち、水からの暴露量を求める際に用いた媒体を示す。 

 
 
 
 
経口暴露については、飲料水を摂取すると仮定した場合、暴露量は平均値、予測最大量と

もに 4.0 µg/kg/day未満であった。動物実験結果より設定された無毒性量等 1.5 mg/kg/dayと予
測最大量から求めたMOE（Margin of Exposure）は 38を超えるため、飲料水を摂取すると仮
定した場合の経口暴露による健康リスクの判定はできない。 
一方、井戸水（地下水）を常時摂取すると仮定した場合、暴露量は平均値 4.0 µg/kg/day未
満、予測最大量 0.0004 µg/kg/day以上 4.0 µg/kg/day未満であった。動物実験結果より設定された
無毒性量等 1.5 mg/kg/dayと予測最大量から求めたMOEは 38超 380,000以下となるため、地
下水を摂取すると仮定した場合の経口暴露による健康リスクの判定はできない。 

 
 



６ 4-t-オクチルフェノール 

 79

４．生態リスクの初期評価 

生態リスクの初期評価として、水生生物に対する化学物質の影響についてのリスク評価を

行った。 

（1） 生態毒性の概要 

本物質の水生生物に対する影響濃度に関する知見の収集を行い、その信頼性を確認したも

のについて生物群、毒性分類別に整理すると表 4.1のとおりとなる。 
 

表 4.1 生態毒性の概要 
信頼性 

生物種 急性 慢性 毒性値[µg/L] 生物名 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ

/影響内容 
暴露期間

[日] a b c 
Ref. 
No. 

藻類 ○  90 Bellerochea polymorpha EC50  BMS 2 ○   13180
 ○  140 Skeletonema costatum EC50  BMS 3 ○   13180
甲殻類 ○  47.9 Americamysis bahia LC50  MOR 4  ○  2280

 ○  53.4 Americamysis bahia LC50  MOR 4   ○ 2280
 ○  55.1 Americamysis bahia LC50  MOR 4  ○  2280
 ○  90 Daphnia magna LC50  MOR 2    18976
 ○  105.6 Americamysis bahia LC50  MOR 4   ○ 2280
 ○  112.2 Americamysis bahia LC50  MOR 4   ○ 2280
 ○  113.1 Americamysis bahia LC50  MOR 4   ○ 2280
 ○  1,100 Crangon septemspinosa LC50  MOR 4  ○  15164
魚類 ○  280 Fundulus heteroclitus LC50  MOR 4  ○  56564

   400 Oryzias latipes EC50  IMM 17  ○  20339
   450 Oryzias latipes LC50  MOR 17  ○  20339
   830 Oryzias latipes LC50  MOR 17  ○  20339
   830 Oryzias latipes EC50  IMM 17  ○  20339
   940 Oryzias latipes LC50  MOR 17  ○  20339
   3,900 Fundulus heteroclitus LC50  MOR 4  ○  56564
その他 － － － － － － － － － － 
太字の毒性値は、PNEC算出の際に参照した知見として本文で言及したもの、下線を付した毒性値は PNEC算出
の根拠として採用されたものを示す。 
信頼性）ａ：毒性値は信頼できる値である、ｂ：ある程度信頼できる値である、 
        ｃ：毒性値の信頼性は低いあるいは不明 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ）EC50（Median Effective Concentration）: 半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）: 半
数致死濃度 

影響内容）BMS（Biomass）: 生物現存量、IMM（Immobilization）: 遊泳阻害、MOR（Mortality）: 死
亡 

（2） 予測無影響濃度（PNEC）の設定 

急性毒性値及び慢性毒性値のそれぞれについて、信頼できる知見のうち生物群ごとに値の

最も低いものを整理し、そのうち最も低い値に対して情報量に応じたアセスメント係数を適

用することにより、予測無影響濃度（PNEC）を求めた。 

急性毒性値については、藻類では Bellerochea polymorphaに対する生長阻害の 48時間半数
影響濃度（EC50）が 90µg/L超、甲殻類では Americamysis bahiaに対する 96時間半数致死濃
度（LC50）が 47.9µg/L、魚類の Fundulus heteroclitusに対する 96時間半数致死濃度（LC50）が

280µg/Lであった。急性毒性値について３生物群（藻類、甲殻類及び魚類）の信頼できる知見
が得られたため、アセスメント係数として 100 を用いることとし、上記の毒性値のうち最も
低い値（甲殻類の 47.9 µg/L）にこれを適用することにより、急性毒性値による PNECとして
0.48 µg/Lが得られた。 

慢性毒性値については、信頼できる毒性値は得られなかった。 
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詳細な評価を行う
候補と考えられる。

現時点では作業は必要
ないと考えられる。

情報収集に努める必要
があると考えられる。

PEC/PNEC＝0.1 PEC/PNEC＝1［ 判定基準 ］

本物質の PNECとしては、甲殻類の急性毒性値をアセスメント係数 100で除した 0.48 µg/L
を採用する。 
なお、4-t-オクチルフェノールについてはメダカに対する内分泌攪乱作用が確認されており、
精巣卵を引き起こした濃度により設定されたNOEC値は9.92µg/Lであった（環境省(2002)3））。

このような精巣卵の発生の取扱いについては、平成 13年 8月の内分泌攪乱化学物質問題検討
会により了承されたノニルフェノールに関する報告書 4)において、安全側の仮定として暫定

的にエンドポイントとすることが提案されているが、精巣卵と繁殖阻害等との関連について

は、同検討会において引き続き検討が続けられているほか、平成 14年 9月にオランダで開催
された OECDのワークショップにおいても同様の検討が行われており、国際的にも検討が続
けられている段階であるため、その取扱いについては同検討会における今後の検討及び国際

的な動向を踏まえて判断する必要がある。 

（3） 生態リスクの初期評価結果 

表 4.2 生態リスクの初期評価結果 

媒体 平均濃度 最大値[95 ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ値] 
濃度 
（PEC） 

PNEC PEC/ 
PNEC比

公共用水域・淡水域 0.01µg/L未満(2001) 0.85µg/L 程度［0.06µg/L
程度］(2001) 

 1.8 水

質 
公共用水域・海水域 0.01µg/L未満(2001) 0.01µg/L程度(2001) 

0.48 
µg/L 

 0.02 
  注：1）環境中濃度での［ ］内の数値は、実測値の 95パーセンタイル値を示す。 
      2）環境中濃度での（ ）内の数値は測点年を示す。 
      3）公共用水域･淡水は､河川河口域を含む｡ 

 
 
 
 
本物質の公共用水域における濃度は、平均濃度でみると淡水域・海水域ともに 0.01µg/L未
満で検出下限値未満であった。安全側の評価値として設定された予測環境中濃度（PEC）は、
淡水域で 0.85µg/L程度、海水域は 0.01µg/L程度であった。 
予測環境中濃度（PEC）と予測無影響濃度（PNEC）の比は、淡水域では 1.8となるため、
詳細な評価を行う候補と考えられる。一方海水域では 0.02となるため、現時点では作業は必
要ないと考えられる。 
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